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論 文 の 内 容 の 要 旨

未晒クラフトルレプ中に残留するリグニンを､白色腐朽菌あるいはその酵素で分解して

パルプを湊白しようとする｢バイオブリーチング｣は､塩素系漂白剤の使用量を低減しう

る環境保全型のパルプ漂白法として注目されている｡これまでに､高活性･高選択性リグ

ニン分解菌(白色腐朽菌)IZU･154株を用いる生菌法でのバイオブリーチングおよびマン

ガンペルオキシダ｣ゼ伽亜)を用いる酵素法でのバイオブリーチングが試みられており､

両法とも全晒パルプを得るに必要な塩素系漂白剤を70%以上低減しうることが示されて

いる｡しかしながら､より実用的なバイオブリーチングプロセスを確立するには､生菌お

よび酵素法において解決すべき課題がある｡すなわち生菌法では､リグニン分解速度を高

めて菌処理時間を短縮することや､セルロース分解を抑制してルレプ収率や強度を向上さ

せる必要がある｡また､MnPを用いる酵素法では､白色腐朽菌にM㌦を短時間でかつ大

量に産生させうる液体培養技術を確立し､M亜価格を安価にする必要がある｡このよう

な背景から､本論文では実用的なバイオブリーチングプロセスの確立を目的とし､変異処

琴によって白色腐朽菌IZU･154株のリグニン分解活性および選択性をさらに高める育種

改良およびIZU･154株による効率的なM正大量産生を可能とする培養技術を検討した｡

IZU･154株は胞子を形成せず栄養菌糸も2核性であることから､変異処理を行っても､

その変異が表現型として現れ難いことが予想される｡このことから先ずは､IZひ154株の
栄養菌糸体をプロトプラスト化し､その再生株から変異処理を施し易い単核性の菌株を取

得する試みを行った0その結果､リグニン分解活性および生育力が野生株(IZU･154株)

と同等の単核性菌株(IZU･154･22株)が分離され､IZU･154･22株を元抹として変異処理

(紫外線照射､コルヒチンーベンゾイミグゾール処租を行うことで､野生株よりもリグ

テン分解活性に優れ､セルラーゼ分解活性が抑制された変異株の取得に成功した｡

次に､野生株(琵U･154株)によるリグニン分解にはM亜が鍵酵素として関与するこ

とから､M亜の効率的年産生を可能とする培養技術の確立を試みた｡ジャーファーメン



ターを用いる回分培養において､酸化還元電位およびpHはMnP産生挙動をモニタリン

グする際の培養パラメーターとなりうること見いだし､ジャーファーメンターを用いる濾

過連続培養によって､回分培養よりもMnP産生効率を約2倍高めうることも明らかにし

た｡

さらに､高窒素(HN)条件下でのMnP産生能に優れた変異株の取得も試み､紫外線照

射処理を行った単核性菌株(IZU･154･22株)のプロトプラスト再生株(恥000株)から､

低窒素(LN)条件下よりもHN条件下で多量のMnPを産生し､野生株よりも約2倍高い

MnP産生能を有する変異株を分離した｡

審 査 結 果 の 要 旨

未晒クラフトパルプ中に残留するリグニンを､白色腐朽菌あるいはその酵素で分解して

パルプを漂白しようとする｢バイオブリーチング｣は､塩素系漂白剤の使用量を低減しう

る環境保全型のパルプ漂白法であることが示されている｡しかしながら､生菌法による実

用的なバイオブリーチングプロセスを確立するには､リグニン分解速度を高めて菌処理時

間を短縮することや､セルロース分解を抑制してパルプ収率や強度を向上させる必要があ

る｡また､MnPを用いる酵素法では､白色腐朽菌に血npを短時間でかつ大量に産生させ

うる液体培養技術を確立し､MnP価格を安価にする必要がある｡､このような背景から､本

論文では実用的なバイオブリーチングプロセスの確立を目的とし､変異処理によっ.て白色

腐朽菌IZU･154株のり■グニン分解活性および選択性をさらに高める育種改良および

IZひ154株による効率的なMnP大量産生を可能とする培養技術を検討している｡

IZU･154株は胞子を形成せず栄養菌糸も2核性であることから､変異処理を行っても､

その変異が表現型として現れ難いことが予想される｡このことから先ずは､IZU･154株の

栄養菌糸体をプロトプラスト化し､その再生株から変異処理を施し易い単核性の菌株を取

得する試みを行い､リグニン分解活性および生育力が野生株(IZU･154株)と同等の単核

性菌株(IZU･154･22株)を分離するに至っている｡その後､IZひ154･22株を元株として

変異処理(紫外線照射､コルヒチンーベンゾイミグゾール処理)を行うことで､野生株よ

りもリグニン分解活性に優れ､セルラーゼ分解活性が抑制された変異株の取得に成功し､

バイオブリーチング時における脱リグニンとパルプ収率の向上を可能としている｡

次に､野生株(IZU･154株)によるリグニン分解には鵬npが鍵酵素として関与するこ

とから､MnPの効率的な産生を可能とする培養技術の確立を試みている｡ジャーファーメ

ンターを用いる回分培養において､酸化還元電位およびpHはMnP産生挙動をモニタリ

ングする際の培養パラメーターとなりうること見いだし､ジャーファーメンターを用いる

濾過連続培養によって､回分培養よりもMnP産生効率を約2倍高めうることも明らかに

している｡

さらに､高窒素(HN)条件下でのMnP産生能に優れた変異株の取得も試みており､紫

外線照射処理を行った単核性菌株(IZU･154･22株)のプロトプラスト再生株(90,000株)

から､低窒素(LN)条件下よりもHN条件下で多量のMnPを産生し､野生株よりも約2
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選択性の向上と､効率的なMnP産生を可能としており､審査委員全員一致で本論文が岐

阜大学大学院連合農学研究科の学位論文として十分価値あるものと認めた｡
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